
 

 

 

 

 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

 

宮
司
プ
レ
ス
既
刊
号
（
き

か
ん
ご
う
）
の
第
六
十
四
号
、
百
十
七
号
、
さ
ら
に

は
、
百
二
十
六
号
に
も
掲
載
し
ま
し
た
が
、 

「
秋
来
ぬ
と 

目
に
は
さ
や
か
に 

見
え
ね
ど
も 

風
の
音
に
ぞ 

お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る
」 

 

秋
が
来
た
と
、
目
に
は
、
は
っ
き
り
と
は

見
え
な
い
け
れ
ど
も
、
風
の
音
に
よ
っ
て
、
そ
の
秋
の

訪
れ
に
気
づ
か
さ
れ
る
と
い
う
、「
古
今
和
歌
集
」
秋
歌

の
巻
頭
歌
で
、
藤
原
敏
行
の
歌
で
す
。 

立
秋
の
日
に

詠
ま
れ
た
歌
で
、
実
際
に
は
、
ま
だ
来
ぬ
秋
を
思
い
浮

か
べ
て
詠
（
よ
）
ま
れ
て
い
ま
す
。 

朝
明
け
が
遅
く
、

夜
の
帳
（
と
ば
り
）
が
降
り
て
く
る
の
も
早
く
な
り
つ

つ
あ
り
ま
し
て
、
日
が
短
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

朝

明
け
の
境
内
は
、
い
く
ら
か
し
の
ぎ
や
す
く
な
り
、
秋

の
気
配
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

◇
今
日
の
早
朝
、
五
時

半
か
ら
約
一
時
間
半
を
費
や
し
て
、
拝
殿
前
の
清
掃
奉

仕
に
勤
（
い
そ
）
し
み
ま
し
た
。
宮
司
プ
レ
ス
百
五
十

五
号
に
詳
述
（
し
ょ
う
じ
ゅ
つ
）
し
ま
し
た
よ
う
に
、

「
枯
山
水
（
か
れ
さ
ん
す
い
）」
と
は
少
し
大
袈
裟
（
お

お
げ
さ
）
で
す
が
、
拝
殿
前
の
「
目
立
て
」
の
作
業
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
。
昨
日
に
、
あ
ら
か
た
、

落
ち
葉
等
を
「
ジ
ャ
ン
ボ
竹
が
ん
ぜ
き
」
で
、
除
去
（
じ 

     

ょ
き
ょ
）
し
て
お
き
ま
し
た
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
作
業

を
終
え
ま
し
た
。 

朝
明
け
の
風
は
、
汗
ば
む
肌
に
心

地
よ
く
、
ま
さ
に
、「
秋
来
ぬ
」
で
あ
り
ま
す
。 

 

◇
さ
て
、
宮
司
プ
レ
ス
の
発
行
状
況
を
報
告
し
、
遅
延

（
ち
え
ん
）
の
弁
明
（
べ
ん
め
い
）
に
て
紙
面
の
原
稿

を
埋
（
う
）
め
る
の
が
、「
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
」
で
し
た
が
、

今
年
は
、
一
切
（
い
っ
さ
い
）
封
印
（
ふ
う
い
ん
）
を

し
て
お
り
ま
す
。 

そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
、
今
年
は
、

当
た
り
前
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
毎
月
発
行
を
継

続
し
て
い
る
か
ら
で
す
。 

た
ま
に
は
、
発
行
状
況
も
、

確
認
も
含
め
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

一
年

発
起
（
い
ち
ね
ん
ほ
っ
き
）
し
て
、
毎
月
発
行
す
る
と

い
う
大
目
標
を
翻
（
ひ
る
が
え
）
し
、
記
念
す
べ
き
第

一
号
を
発
行
し
た
の
は
、
今
を
去
る
十
四
年
前
、
平
成

十
八
年
六
月
、
宮
司
就
任
一
年
目
の
こ
と
で
し
た
。 

本
来
な
ら
、
毎
月
発
行
を
継
続
し
て
い
た
な
ら
ば
百
七

十
二
号
で
す
の
で
、
十
三
ケ
月
遅
れ
て
い
る
、
言
い
か

え
れ
ば
、
十
三
ケ
月
休
刊
を
余
儀
（
よ
ぎ
）
な
く
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

俄
（
に
わ
）
か
に
は

信
じ
が
た
い
の
で
す
が
、
発
行
日
の
詐
称
（
さ
し
ょ
う
）

は
、
若
干
あ
り
ま
し
た
が
、
第
九
十
一
号
ま
で
は
、
毎

月
発
行
を
継
続
し
て
い
た
よ
う
で
す
。 

こ
れ
以
上
の

遅
延
の
累
積
（
る
い
せ
き
）
が
な
さ
れ
ぬ
よ
う
、
つ
と

め
て
参
る
所
存
（
し
ょ
ぞ
ん
）
で
す
。 

 

◇
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
、
瞬
（
ま
た
た
）
く
間
に
国

境
を
越
え
、
経
済
、
産
業
、
安
全
保
障
に
様
々
な
負
の

影
響
を
及
ば
す
、
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
、
ま
さ
に
、

そ
の
感
染
症
の
恐
怖
と
い
う
も
の
を
思
い
知
ら
さ
れ

て
い
ま
す
。 

総
合
研
究
大
学
院
の
長
谷
川
大
学
長
は
、

「
感
染
症
は
都
市
化
の
代
償
」
と
仰
（
お
っ
し
ゃ
）
っ

て
い
ま
す
。 

人
類
の
祖
先
の
ホ
モ
属
が
生
ま
れ
て
二

百
万
年
、
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
が
進
化
し
て
か
ら
二
十

万
～
三
十
万
年
が
た
ち
、
百
万
人
が
住
む
よ
う
な
大
都

市
が
出
て
き
た
の
は
せ
い
ぜ
い
数
百
年
に
す
ぎ
な
い

そ
う
で
す
。 

特
に
都
市
に
集
ま
っ
て
一
緒
に
住
ん
で

い
る
限
り
、
人
類
は
、
コ
レ
ラ
、
チ
フ
ス
、
ペ
ス
ト
な

ど
感
染
症
の
問
題
を
抱
え
こ
ん
で
き
た
の
で
す
。 

現

在
、
世
界
人
口
の
七
十
八
億
人
の
う
ち
都
市
に
住
む
人

は
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
す
そ
う
で
あ
り
ま
し
て
、
そ

の
こ
と
を
長
谷
川
大
学
長
は
、
人
類
史
的
に
み
て
異
常

な
状
況
で
あ
る
と
仰
っ
て
い
ま
す
。 

都
市
化
が
進
み

生
活
は
便
利
に
な
る
反
面
、
つ
な
が
り
の
希
薄
さ
や
脆

弱
性
（
ぜ
い
じ
ゃ
く
せ
い
）
が
露
呈
（
ろ
て
い
）
し
て

い
ま
す
。 

し
か
も
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
世
界
中
至

る
と
こ
ろ
で
、
多
く
の
こ
と
が
不
安
定
し
か
も
不
確
実

を
増
し
て
い
ま
す
。 

そ
う
い
う
時
で
あ
れ
ば
こ
そ
、

「
変
わ
る
も
の
」、「
変
わ
ら
な
い
も
の
」、「
変
え
る
べ

き
も
の
」、「
け
っ
し
て
変
え
て
は
な
ら
な
い
も
の
」
の

見
極
め
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
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う
か
。 

◇
英
国
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
首
相
は
、
陽
性
が
わ
か
っ
た
三

月
末
、
国
民
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、「
コ
ロ
ナ
危
機

で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
一
つ
挙
げ
る
な
ら
、
社
会

な
る
も
の
が
確
か
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
」

と
語
ら
れ
ま
し
た
。 
社
会
と
は
人
と
人
と
の
結
び
つ

き
を
指
し
、
そ
の
集
合
体
が
国
家
と
す
る
な
ら
ば
、
コ

ロ
ナ
危
機
、
コ
ロ
ナ
禍
が
問
う
て
い
る
の
は
、
社
会
が

持
つ
「
共
助
」
の
力
を
再
認
識
し
、
取
り
戻
す
こ
と
で

は
な
い
か
と
語
ら
れ
た
の
で
す
。 

実
は
、
村
人
が
一

年
に
一
度
、
神
社
に
集
ま
り
村
の
大
事
な
取
り
決
め
を

行
う
と
い
う
の
が
、「
社
会
」
の
語
源
で
す
。 
し
た
が

っ
て
、
沢
山
の
方
々
が
神
社
に
集
う
「
ま
ほ
ろ
ば
」、
素

晴
ら
し
い
場
所
に
す
る
と
い
う
の
が
「
社
会
」
の
語
源

に
近
づ
く
神
社
運
営
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

コ

ロ
ナ
禍
で
、
当
た
り
前
の
神
事
行
事
を
斎
行
す
る
こ
と

が
困
難
と
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
感
染
症

に
よ
り
不
易
を
浸
食
さ
れ
な
い
よ
う
、「
変
え
て
は
な

ら
な
い
」
も
の
が
、
変
え
ら
れ
な
い
よ
う
、「
け
っ
し
て

変
え
て
は
な
ら
な
い
」
神
事
の
厳
修
（
げ
ん
し
ゅ
う
）

に
つ
と
め
て
参
り
ま
す
。 

少
し
で
も
社
会
の
語
源
に

近
づ
け
る
よ
う
に
。 

御
自
愛
を
祈
り
ま
す
。 

◇
八
月
の
祭
典
行
事
会
議
報
告 

 

▼
手
水
舎
を
花
手
水
に
し
ま
し
た
！ 

 
 

＊
八
月
七
日
～
十
六
日 

 
 

 

▼
月
次
祭 

＊
八
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
貴
布
禰
神
社
月
次
祭 

＊
八
月
一
日 

 

▼
中
元
祭 

＊
八
月
十
一
日
～
十
六
日 

 

▼
責
任
役
員
会
常
任
総
代
会 

 

＊
八
月
二
十
二
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◆
下
関
支
部
幹
事
会 

＊
八
月
四
日 

 
 

◆
神
社
庁
教
化
部
代
表
者
会
議 

＊
八
月
二
十
七
日 

◆
神
社
庁
臨
時
役
員
会 

＊
八
月
二
十
七
日 

 

▼
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
教
誨
活
動 

 
 

◆
集
合
教
誨
（
男
子
） 

＊
八
月
三
十
一
日 

 

▼
そ
の
他 

 
 

◆
中
央
倫
理
法
人
会
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー 

＊
八
月
六
日 

 
 

◆
初
盆
の
お
参
り 
＊
八
月
十
三
日
～
十
四
日 

 
 

◆
迫
町
自
治
会
役
員
会 
＊
八
月
十
九
日 

 

◆
防
火
管
理
者
再
講
習 

＊
八
月
七
日 

◇
九
月
の
祭
典
行
事
会
議
予
定
（
報
告
含
む
） 

 

▼
手
水
舎
を
花
手
水
に
し
ま
す
！ 

 
 

＊
九
月
二
十
日
～
二
十
二
日 

 

▼
月
次
祭 

＊
九
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
貴
布
禰
神
社
月
次
祭 

＊
九
月
一
日 

 

▼
若
宮
神
社
例
祭 

＊
九
月
四
日 

 

▼
祖
霊
祭 

＊
九
月
二
十
二
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◆
顧
問
参
与
会 

＊
九
月
九
日 

 
 

◆
教
化
委
員
会
、
神
宮
大
麻
増
頒
布
推
進
委
員
会 

 
 
 

＊
九
月
二
十
四
日 

 

▼
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー 

 
 

◆
集
合
教
誨
（
男
子
） 

＊
九
月
十
四
日 

 
 

◆
釈
放
前
指
導
講
話 

＊
九
月
十
五
日 

 
 

◆
集
合
教
誨
（
女
子
） 

＊
九
月
二
十
八
日 

 

▼
そ
の
他 

 
 

◆
下
関
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
卓
話 

 

＊
九
月
二
日 

 
 

◆
中
央
倫
理
法
人
会
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー 

 
 
 

＊
九
月
三
日 

 
 

◆
迫
町
自
治
会
役
員
会 

＊
九
月
十
六
日 

 
 

◆
人
権
擁
護
委
員 

 

 
 
 

■
常
設(

法
務
局)

人
権
相
談 

＊
九
月
二
十
九
日 

▼
九
月
限
定
御
朱
印 

 
 
 

＊
上
段 

＝ 

重
陽
の
節
句
限
定 

 
 
 

＊
下
段 

＝ 

秋
分
の
日
限
定 

 
 

＊
九
月
三
十
日
ま
で
頒
布
し
ま
す 
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